
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 26 回 1市民環境活動報告会 

■基調講演 12:05～13:15 

“脱プラスチック”への挑戦 
～SDGSで脱炭素社会をめざそう～ 

堅達京子氏  NHKエンタープライズ エグゼクティブ・プロデューサー 
 

参加無料 

講演要旨集を進呈 

2020 年 

2 21 
開演 12:00 
開場 11:30 

終了予定 16:45 

 

日(金) 月 

■会場：かながわ県民センター  

2階大ホール 

 

©JustSystem  

 

■環境活動発表  13:15～16:45  

⦿子どもたちと取り組む海洋プラスチック汚染撲滅大作戦 

◆NPO法人 海の森・山の森事務局 理事長 豊田直之 

⦿マイペットボトルのエコライフで地球を守る 

◆中山学園サイエンスフロンティアクラス 代表 中山浩明 

⦿環境問題を解決するには ～出来ることから始めよう～ 

   ◆環境を考える会 代表 二村文枝  

■ポスターセッション 14:30～15:00   

    ◆神奈川県環境科学センター ◆東海大学教養学部 

◆神奈川工科大学 ◆はまぎんこども宇宙科学館 ◆環境活動発表者 

⦿カブトムシは地球環境のバロメーター  

   ◆昆虫文化を子どもたちに伝える会 代表 三宅 潔 

⦿地域での政策提言および普及啓発活動による SDGSへの取り組み   

◆湘南・省エネネットワーキング 代表 前島 仁 

⦿小田原市における再生可能エネルギー促進事業   

◆NPO法人 神奈川県環境学習リーダー会 エネルギー部会 香川興勝 

⦿福島を忘れない ～福島の仲間たちとの交流会実施報告～  

◆NPO法人 かながわ環境カウンセラー協議会 大曽根 健久 

 

持続可能な開発目標 

■会場：地図参照：横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2、JR横浜駅西口徒歩 5分 

■お問合せ：第 26回市民環境活動報告会・実行委員長 吉岡嗣二郎 

     Tel:090-9390-9181  Email:tmy-1211＠helen.ocn.ne.jp 

■主催：第 26回市民環境活動報告会（NPO法人 神奈川県環境学習リーダー会、NPO法人 かながわ環境カウンセラー協議会、 

かながわ地球環境保全推進会議）   ■後援：神奈川県、横浜市温暖化対策統括本部   

tel:090-9390-9181


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■NPO 法人 かながわ環境カウンセラー協議会（略称：KECA） 

「21 世紀は、社会のすべての構成員が、環境保全に積極的に参加し、自然と人間がみごとに共生する“環境の世紀”」

とするため、国民生活、産業活動、さらに国際社会を見直し、中立かつ公正な立場を保持しつつ、市民、企業およ

び行政とのパートナーシップの形成に努め、環境保全活動及び経済活動の活性化を図る活動を推進することを目的

に掲げて活動しています。                        URL  https:// keca-kanagawa.jimdofree.com/ 

 

■NPO 法人 神奈川県環境学習リーダー会 

地球温暖化の抑制や生物多様性の維持を目指して、持続可能な社会形成に必要不可欠な自然環境と共生する社会

の実現に取り組んでおります。行政、学校、地域団体などの環境学習の企画・推進を実施しており、市民環境活動

報告会、環境イベントの企画・運営、子ども環境体験教室、環境出前事業、講演・講座への講師派遣を実施してい

ます。                                 URL  http://kankyo-leader.org/ 

第 26回 市民環境活動報告会 実行委員会 

■かながわ地球環境保全推進会議 

  地球サミットにおける「アジェンダ 21」の採択を受け、わが国で初めて採択されたローカルアジェンダ「アジェ

ンダ 21かながわ」の推進母体として、1993年１月に設置されました。2015年 7月に改訂新アジェンダ 21かながわ

「私たちの環境行動宣言かながわエコ 10トライ」を採択し、「マイエコ 10宣言」の普及を図っています。 

URL  http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f160477/p20154.html  

 

この市民環境活動報告会は「よこはま夢ファンド」の助成金を活用しています。 

 

 

■基調講演 講師紹介   堅達京子（げんだつ きょうこ） 

ＮＨＫエンタープライズ エグゼクティブ・プロデューサー 

１９６５年、福井県生まれ。早稲田大学・ソルボンヌ大学留学を経て１９８８年ＮＨＫ入局。報道番組のディレクターと

してＮＨＫスペシャルやクローズアップ現代を制作。２００６年よりプロデューサー。ＮＨＫ環境キャンペーンの責任者

を務め、気候変動をテーマに数多くのドキュメンタリーを制作。２０１７年より現職としてＮＨＫスペシャル「激変する世

界ビジネス “脱炭素革命”の衝撃」、ＢＳ１スペシャル「“脱プラスチック”への挑戦 〜持続可能な地球をめざして

〜」を放送。日本環境ジャーナリストの会副会長。環境省中央環境審議会総合政策部会臨時委員、文部科学省

環境エネルギー科学技術委員会専門委員。 
 

海洋汚染が今、世界規模で大きな社会問題となっています。2018年夏、鎌倉市由比ガ浜でシロナガスクジラの赤

ちゃんが打ち上げられ、胃の中からプラスチックごみが発見されました。SDGs未来都市である神奈川県は、これを

「クジラからのメッセージ」として受け止め、持続可能な社会を目指す SDGsの具体的な取組として、深刻化する海

洋汚染、特にマイクロプラスチック問題に取り組みます。 

プラスチック製ストローやレジ袋の利用廃止・回収などの取組を、市町村や企業、県民とともに広げていくこと

で、2030年までのできるだけ早期に、リサイクルされない、廃棄されるプラごみゼロを目指します。また、こうし

た取組を通じて、SDGs を多くの方々に「実感」していただけることを期待しています。 

1.コンビニエンスストア・スーパーマーケット・レストラン等と連携し、プラスチック製ストローやレジ袋の利用 

廃止や回収などの取組を進めていきます。 

2．県内で行われる環境イベント等において、プラスチック製ストローの利用廃止や回収などを呼びかけていきます。 

3.海岸利用者に対して、海洋汚染の原因となるプラごみの持ち帰りを呼びかけていきます。 

神奈川県のホーム

ページより 

https://www.pr

ef.kanagawa.jp

/docs/p3k/sdgs

/index.html 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/cnt/f160477/p20154.html/

